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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　棚用支柱であって、
第１シート材料（２３）から形成された長手方向に延びる中空外郭棒部材（１１）、およ
び
第２シート材料（２５）から形成された一対の補強帯片（１２）であって、それぞれ前記
外郭棒部材（１１）より短い長さを有し且つ該外郭棒部材（１１）の反対両側内面に沿っ
て前記支柱を補強するために該支柱の下側部分（７）に取り付けられる、前記一対の補強
帯片（１２）を有する棚用支柱。
【請求項２】
　棚の長手方向に直角に延びる横棒であって、
第１シート材料（２３）から形成された長手方向に延びる中空外郭棒部材（４１）、およ
び
第２シート材料（２５）から形成された補強帯片（４２）であって、前記外郭棒部材（４
１）より短い長さを有し且つ該外郭棒部材（１１，４１）の内面に前記横棒を補強するた
めに該横棒の中央部分（４２）に沿って取り付けられた前記補強帯片（４２）を有する、
前記棚の長手方向に直角に延びる横棒。
【請求項３】
　前記補強条片（１２，４２）が確実な錠止により前記外郭棒部材（１１，４１）に連結
されている、請求項１または請求項２に記載された棚用支柱または横棒。
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【請求項４】
　前記補強帯片（１２，４２）が折り返しにより前記外郭棒部材（１１，４１）に連結さ
れている、請求項１または請求項２に記載された棚用支柱または横棒。
【請求項５】
　前記補強帯片（１２，４２）が前記外郭棒部材（１１，４１）に溶接された、請求項１
または請求項２に記載された、棚用支柱または横棒。
【請求項６】
　前記第１シート材料および前記第２シート材料が、それぞれ、第１および第２金属シー
ト材料である、請求項１から請求項５までのいずれか１項に記載された棚用支柱または横
棒。
【請求項７】
　請求項１から請求項６までのいずれか１項に記載され棚用支柱または横棒（１，２）を
製造する方法であって、該方法が、
第１シート材料（２３）を供給する段階と、
前記第１シート材料に平行に第２シート材料（２５）の補強帯片（１２，４２）を供給す
る段階、および
前記第１シート材料を前記外郭棒部材（１１）に形成する段階を含み、
前記補強帯片（１２）が前記外郭棒部材（１１）より短い長さにされ且つ該外郭棒部材に
固定される、前記棚用支柱または横棒を製造する方法。
【請求項８】
　前記補強帯片（１２）がまず所定の長さに切断され、次いで前記第１シート材料（２３
）に固定され、次いで前記第１シート材料（２３）は前記外郭棒部材（１１）に形成され
る、請求項７に記載された方法。
【請求項９】
　前記第１シート材料（２３）がまず前記外郭棒部材（１１）に形成され、次いで所定の
長さに切断された前記補強帯片（１２）に連結される、請求項７に記載された方法。
【請求項１０】
　前記第１シート材料および前記第２シート材料（２３，２５）の供給が同一方向に実施
される、請求項７から請求項９までのいずれか１項に記載された方法。
【請求項１１】
　前記第１シート材料および前記第２シート材料（２３，２５）の供給が反対方向に実施
される、請求項７から請求項１０までのいずれか１項に記載された方法。
【発明の詳細な説明】
（従来技術）
【０００１】
本発明は、棚用構造部材(structural member for shelving)（構造的棚部材(structural 
shelving member)）、特に鋼製棚用支柱または長手方向に直角な横棒(transverse crossb
ar)に関するものである。
【０００２】
普通の棚は、垂直な支柱（直立部材(uprights)）および水平な横棒（連結棒(connecting 
bars)）およびパレットまたは商品貯蔵用棚板を担持するブラケットまたは他の棒の配置
構成を含んでいる。
【０００３】
種々の外郭を有する構造部材は、支柱、長手方向に直角な横棒およびそのような棚の他の
棒に使用されてきた。“外郭(profile)”なる用語を、部材の長さに垂直な断面積の構造
部材の形状を示すものとして以下に使用する。
【０００４】
そのような構造部材は、所望の外郭の構造部材をロール成形（ロールによる連続湾曲）に
よって金属成形される平坦なローラ圧延金属シートから製造可能である。構造部材の外郭
は全長に亘って同一である。金属シートからの構造部材のロール成形の例は、ＥＰ－Ａ－
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０７１５９７４号明細書に開示されている。
【０００５】
材料の使用効率およびそのような構造部材の荷重担持能力を最適化する多数の試みが文献
に記載されている。例えば、ＤＥ－Ａ－２４５９４２１号明細書は、鋼製棚における横棒
として使用するための二重Ｔ型外郭である輪郭を開示している。この外郭はウェブによっ
て連結された平行な上下のフランジを有する。二層の金属シートから成る上下の金属シー
トが比較的高い応力を受け、一方、単一層の金属シートのみから成るウェブが比較的低い
応力を受けるように１枚の金属シートから成形される。上下のフランジの二層の金属シー
ト層は、それぞれ単一の金属シートを巻回する(fold)ことによって得られる。ＤＥ－Ａ－
２１９１８号明細書は、構造部材を一層補強するため上下のフランジの各々の２層の間に
挿入された別個の帯片を有する同様の部材を示している。棚用かつ単一層または多層の金
属シートから作られた別の構造部材が、ＤＥ－Ｃ－２６２８５３７６およびＤＥ－Ａ－３
００２４０１号各明細書に示されている。
【０００６】
異なる数の金属シート層の使用による異なる強度部分を備えた外郭部材の製造を開示する
前記文献とは反対に、ＷＯ－００／２９１３８号明細書は、異なる厚さ部分を有する金属
シートから始まる構造部材を製造する方法を開示している。この金属シートは２枚の薄い
金属シート帯片を厚い金属シート帯片の長手方向端部に溶接することによって得られる。
２枚の薄い帯片は次いで薄い脚部と厚いウェブを備えたＵ字型外郭部材を得るため湾曲さ
れる。ＤＥ－Ｃ－１９５２５３４７号およびＷＯ－９９／０５３８０号各明細書は、補強
板がその上に溶接された、車体および建築物に使用するための鋼製構造部材を開示してい
る。ＷＯ－９９／０５３８０号明細書に開示されたものは、コンクリートを充填するもの
である。
【０００７】
本発明は、材料を一層最適に使用し且つ荷重担持能力を最適にする経費相当の棚用構造部
材を得ることを目的とする。
【０００８】
これらの目的は、請求項１に記載された棚用構造部材および請求項９に記載された方法に
よって解決される。
【０００９】
（発明の開示）
従来技術による、棚用構造部材を最適化することにおいて、部材の全長に亘って同一に保
たれる外郭を最適化することに主に注意が払われた。しかしながら、本発明は棚用構造部
材の長手方向の異なる部分に異なる外郭を与える構想に基づいている。このことは、棚用
構造部材の異なる長手方向部分に異なる荷重を担持することを考慮している。例えば、棚
用支柱の個々の部分は、それぞれ、それらより上の棚の荷重のみを担持し、それゆえ荷重
は底部から頂部へと減少する。
【００１０】
棚用構造部材は、外郭棒部材を有する。棚用構造部材の異なる外郭断面は、外郭棒を補強
し且つ長手方向に延在するが、外郭棒または棚用構造部材の全長には及ばない補強帯片に
よって達成される。このことはまた、材料の有効な使用をもたらす。
【００１１】
補強帯片は外郭棒と一体連結するように形成可能である。しかしながら、好適には、両者
は棚用構造部材の製造中、共通して供給され且つ互いに連結される別の材料シートである
。
【００１２】
鋼製は供給および輸送のため、通常、分解されるが、輸送容積を節約するためその最終地
点においてのみ組み立てられ、その高重量は輸送コストを製造コストより高いものとして
いる。本発明による材料の有効な使用は、その荷重担持能力に対する棚の重量を減じ、そ
れ故、製造および輸送コストを減じる。
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【００１３】
従属項は本発明の好適な実施例に指向されている。
【００１４】
請求項２から請求項４は、補強帯片および外郭棒部材を連結する好適な方法に関する。
【００１５】
請求項５による実施例は、補強帯が棚の外観に影響しない特殊な利点を有する。
【００１６】
請求項６から請求項８までは、材料の有効な使用と高荷重担持能力とを組合わせる棚用構
造部材の一層明白な実施例に関する。
【００１７】
請求項９から請求項１３までは、本発明による棚用構造部材を経済的に製造する方法に関
する。
【００１８】
以下、本発明の好適な実施例を図面に基づいて説明する。
【００１９】
（発明を実施するための最適な形態）
図１に示した高荷重用棚(heavy load shelving)は、水平な長手方向に直角な横棒２およ
び水平で対角線方向の支持圧縮部材(struts)４により相互に連結された垂直な支柱１を有
する。棚板３および品物を載置するのに使用される奥行き方向の棒５は、長手方向に直角
な横棒２上に載置している。足板(foot plate)９は、各支柱１の底面に溶接されている。
係合板１０は各長手方向に直角な横棒２の各側面に溶接され、支柱１の（図示しない）孔
と係合させるための鉤（図示しない）を有する。支柱１、長手方向に直角な横棒２、支持
圧縮部材４および奥行き方向の棒５は、鋼から作られた異なる棚用構造部材である。棚の
支柱１の各部分は、それより上の棚の荷重の一部を担持する。それ故、支柱１の座屈荷重
は支柱の頂部から底部まで増加する。この荷重の推移は、支柱１の外郭に斟酌される。
【００２０】
図１はまた、支柱１の外郭を、２つの位置における支柱の長手方向に垂直な断面で示して
いる。支柱１はその全長に亘って延在する外郭棒部材１１を有する。外郭棒部材は、金属
シートからロール成形によって作られ、その全長に亘って同じ中空外郭を有する。中空外
郭、完全には閉鎖されていない。何故なら、支柱１は、該支柱１がそれぞれ棚の狭い側辺
に沿って互いに向き合う支柱の全長に沿ってスリット８を有するからである。支持圧縮部
材はスリット８に係合して溶接またはねじ止めによってそこに固定される。
【００２１】
各コラムの上側部分６の外郭は、外郭棒部材１１によってもっぱら画定されている。しか
しながら、支柱１の下側部分７は該支柱の長手方向に沿って延在し且つ外郭棒部材１１の
向き合った内壁に固定される２つの付加的補強帯片１２を有する。固定は、溶接、ねじ止
め、リベツト止め、折り返し(clinching)または他の積極的な(positive)または非積極的
な(non-positive)連結によって実施可能である。
【００２２】
補強帯片１２は、スリット８を有する壁に垂直な外郭棒部材１１のそれらの内壁に取り付
けられる。したがって、それらは支柱１を棚の内面または背面の平面内、すなわち長手方
向に直角な横棒２の平面内における座屈に対して補強する。この補強は重要である。何故
なら、棚のより狭い側の面以外で、これらの前面および背面はこれらが棚への近接を妨害
するために対角線方向の圧縮材は無いか僅かであるためである。さらに、長手方向に直角
な横棒２はしばしばそれ程強固には係合せず、それ故、それらの支柱を担持する能力は制
限される。
【００２３】
本実施例において、補強帯片１３の無い上側部分６は棚の支柱の長さの４／５以上延在し
、補強帯片１２を有する下側部分７は棚の支柱の長さの約１／５以下に亘って足板９から
延在している。
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【００２４】
図２は、支柱１を製造するための設備の概略線図である。また、製造設備の異なる段階に
おいてそれぞれ形成される外郭部分の概略線図も示されている。設備は、第１金属シート
２３の巻回体(coil)２２および２つの巻回体を有し、該巻回体２４の１つのみを第２金属
シート２５から視認し得る、平準化機械(levelling machine)２１を有する。平準化機械
２１は、巻回体２２，２４から金属シート２３，２５を伸ばし、それらを真直ぐにし、そ
れらを同じ方向に互いに平行に供給する。
【００２５】
設備は、さらに連結およびロール成形装置２６を有し、そこで第２金属シート２５の個々
に切断された帯片は溶接または折り返しによって第１金属シート２３に連結される。連結
の前後に、第１金属シート２３は外郭棒部材１１の輪郭を形成するためロール成形される
。
【００２６】
切断装置２７は、第１金属シート２３を、そこに固定される第２金属シート２５の帯片よ
り長い支柱１の長さを有する切片に切断する。穿孔装置２８は、長手方向に直角な横棒２
を係合させるため、またねじ止めによる支持圧縮部材４を固定するために、第１金属シー
ト２３に（図示しない）孔をあける。最後に、足板９（図１）は、第１金属シートおよび
第２金属シート２３，２５の複合体の一端に溶接され、第１金属シートおよび第２金属シ
ート２３，２５の端部は面一にされる。このように製造された支柱１において、第１金属
シート２３は外郭棒部材１１を形成し、第２金属シート２５の帯片は補強帯片１２を形成
する。
【００２７】
図３は、図２の設備の変形を示す。その変形は、第１金属シート２３および第２金属シー
ト２５を反対両方向から供給するための２つの異なる平準化機械３１，３２を有する。図
２の実施例におけるように、金属シート２３，２５は巻回体２２，２４からそれぞれ伸ば
されて真直ぐにされる。ロール成形および切断装置３３は、第１金属シート２３に外郭棒
部材１１の外郭を与え、それを支柱１の長さに切断し、それを連結装置３４に供給するた
めに設けられている。連結装置３４には、反対両方向から第２金属シート２５の２つの平
行な帯片が供給される。これらの帯片は、前側から第１金属シート２３から作られた外郭
棒部材１１に挿入され、補強帯片１２を形成するために連結装置３４によって外郭棒部材
１１より短い長さに切断される。補強帯片は、溶接または折り返しによって、外郭棒部材
１１の互いに反対両側にある内面に固定される。
【００２８】
補強帯片１２が外郭棒部材１１より短いため、支柱の一部分７は補強帯片を有し、他の部
分８は補強帯片を欠いている。
【００２９】
図４は、係合板１０がその２つの端部にまだ溶接されていないときの、長手方向に直角な
横棒２の側面図を示す。また線Ａ－ＡおよびＢ－Ｂに沿う断面図も示している。支柱１と
同様に、長手方向に直角な横棒２は外郭棒部材４１および補強帯片４２を有する。外郭棒
部材４１は長手方向に直角な横棒２の全長に沿って延在し、その長手方向に垂直な断面に
おいて矩形の中空輪郭を示している。すなわち、外郭棒部材４１の下側にはスリット４３
がある。
【００３０】
補強帯４２は外郭棒部材４１内の底部に設置され、それはスリット４３を覆っている。補
強帯片４２はスリット４３において外郭棒部材４１に溶接され、使用中、横棒２の荷重の
一部を担持する。補強帯片４２の長さは横棒２の長さの約１／５である。それぞれ、横棒
２の長さの１／５の長さを有する隣接する端部４５は、補強帯片を有しない。しかしなが
ら、別の補強帯片が、係合板１０したがって支柱１へのその連結の強度を増大させるため
、横棒２の最外端に設けることができる。
【００３１】
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図２または図３の設備は、１つの巻回体のみが第２金属シートを設けるために必要である
、長手方向に直角な横棒２を製造するためにも使用可能である。
【００３２】
支柱１および長手方向に直角な横棒２の上記実施例において、補強帯１２，４２は外郭棒
部材１１，４１とは別のシート材料から作られ、後者のその平坦な側面に固定される。第
１シート材料および第２シート材料２３，２５は、同じ金属組成および厚さを有するが、
幅だけが相違する。しかしながら、異なる材料および／または異なる厚さも使用可能であ
る。また補強帯片を、該補強帯片の位置に対する外郭棒部材のシート材料の曲げ部分によ
って外郭棒部材と一体に製造することも考えられる。
【００３３】
また、支持圧縮部材およひ奥行き方向の棒５のような棚に使用される他の部材も、図４に
示したような構造を備えることができる。好適には、外郭棒部材は棚用構造部材の全長に
亘って延在し、一方、補強帯片は棚用構造部材または外郭棒部材の長さの１／２０または
１／１０から１／５または１／２に亘って延在する。それ故、補強帯片を全長に亘って延
在させずに荷重が最大のところにだけに設けるため、高い強度が比較的小さな重量で達成
可能である。外郭棒部材は、それが補強帯片（単数または複数）を含む以外、中空である
。外郭棒部材は、長手向のスリットを有し、すなわちロール成形による製造を促進する開
放外郭を有する。本発明による棚用構造部材を有する大荷重用棚は、同じ重量を有する普
通の棚より典型的に５０％大きい荷重を担持することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　高荷重用棚を示す図。
【図２】　棚用構造部材を製造するための、２つの異なる設備の概略図。
【図３】　棚用構造部材を製造するための、２つの異なる設備の概略図。
【図４】　長手方向に直角な横棒を示す図。

【図１】 【図２】
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